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本社事務所　 〒929-1127　 石川県かほく 市大崎5字10-2

FAX　 076-283-5883

４ ） 事業規模及び事業内容
設立年月 昭和63年　 9月16日
資本金 4, 000万円
従業員 9名
敷地面積（ 本社事務所） 1500㎡

（ リ サイ ク ル工場） 1400㎡
令和4年度売上高 663百万円
事業内容

1. 一般土木、 と び・ 土工（ 解体工事）
2. 産業廃棄物の中間処理・ 収集運搬

５ ） 許・ 認可
NO. 許可者 許可年月日 有効期限
1 産業廃棄物処理施設設置許可 石川県 平成23年4月4日

2 産業廃棄物中間処理業( 優良) 石川県 平成29年12月19日 令和6年11月16日

3 産業廃棄物収集運搬業( 優良) 石川県 平成28年12月1日 令和5年11月6日

4 産業廃棄物収集運搬業 富山県 平成31年3月5日 令和6年2月18日

5 産業廃棄物収集運搬業 新潟県 平成31年3月22日 令和6年3月12日

6 建設業 石川県 令和2年7月30日 令和7年7月29日

６ ） 産業廃棄物処理量 （ 単位: ｔ on）

収集運搬量
中間処理量 （ 破砕）

中間処理量 ( 焼却) は自社排出分のみ

７ ） 車両・ 重機の種類と 台数

車両 （ 10台） 重機 （ 16台）
１ 0ｔ ダンプ 4台 1. 2ｍ3 1台
１ 0ｔ ユニッ ク 1台 0. 7ｍ3 8台
８ ｔ ダンプ 1台 0. 45ｍ3 4台
４ ｔ ダンプ 2台 0. 25ｍ3 2台
２ ｔ ダンプ 2台 0. 1ｍ3 1台

８ ） 対象範囲（ 認証・ 登録範囲）
活動： ４ ） の事業内容に同じ
組織： 本社事務所及び津幡リ サイ ク ル工場

01725019386

         E-mai l 　 　 i mamur a. kg@gmai l . com

連　 絡　 先　 　 電話　 076-283-1230

01600019383

541. 5

01704019386

第23-161号

01509019386

令和4年度

（ 特-2） 第10619号

1, 339
12, 058

廃棄物の種類

廃ﾌﾟ ﾗｽﾁｯｸ、 ｶﾞ ﾗｽく ず・ ｺﾝｸﾘ ﾄーく ず及び陶磁器く ず( 以上、 自動車等破砕物を 除く ) 、 がれき 類( 以上、 石綿含
有産業廃棄物を 含む) 、 紙く ず、 木く ず、 繊維く ず( 以上、 石綿含有産業廃棄物を 除く ) 、 金属く ず( 自動車等
破砕物を 除く ) （ 以上、 水銀使用製品産業廃棄物を 含む)

建設業の種類 土木工事業、 舗装工事業、 解体工事業、 と び・ 土工工事業、 水道施設工事業

Ⅰ． 組織の概要
１ ） 事業所名及び代表者名

事業所名　 有限会社　 今村興業

許認可名 許可番号

代表者名　 代表取締役　 今村泰彦

環境管理責任者　 今村寛
３ ） 環境管理責任者及び担当者の連絡先

２ ） 本社所在地　 〒929-1127　 石川県かほく 市大崎ル３ ６ 番地

津幡リ サイ ク ル工場　 　 石川県河北郡津幡町字杉瀬ル1番5

廃棄物の種類

木く ず、 繊維く ず、 令第13号廃棄物( 木く ず、 繊維く ずに限る）
こ れら のう ち特別管理産業廃棄物であるも の、 石綿含有産業廃棄物であるも の及び水銀使用産業廃棄物であ
るも のを 除く 以上3種類

廃棄物の種類

汚泥、 廃ﾌﾟ ﾗｽﾁｯｸ類*、 紙く ず、 木く ず、 繊維く ず、 金属く ず*、 ｶﾞ ﾗｽく ず・ ｺﾝｸﾘ ﾄーく ず及び陶磁器く ず*、 が
れき 類　 （ *： 自動車等破砕物であるも のを 除く ） こ れら のう ち判定基準に適合し ないも の及び特別管理産
業廃棄物であるも のを 除き 、 石綿含有産業廃棄物であるも のを 含む以上8種類

廃棄物の種類

廃ﾌﾟ ﾗｽﾁｯｸ類、 紙く ず、 木く ず、 繊維く ず、 金属く ず、 ｶﾞ ﾗｽく ず・ ｺﾝｸﾘ ﾄーく ず及び陶磁器く ず、 がれき 類
（ こ れら のう ち自動車等破砕物であるも のを 除き 、 石綿含有産業廃棄物であるも のを 含み、 水銀使用製品産
業廃棄物であるも のを 含み、 特別管理産業廃棄物であるも のを 除く ） （ 以上7種類）

（ １ ）



9）中間処理施設の概要

処理施設の種類 木くず・繊維くずの破砕施設

設置場所 河北郡津幡町字杉瀬ル１番５、へ６０番５

スクリーンサイズΦ75㎜　木くず106ｔ/日（9）時間　　繊維くず106ｔ/日（9）時間

スクリーンサイズΦ50㎜　木くず95ｔ/日（9）時間　　　繊維くず80ｔ/日（9）時間

スクリーンサイズΦ25㎜　木くず67ｔ/日（9）時間　　　繊維くず18ｔ/日（9）時間

稼動時間　8：00～17：00

廃棄物の種類 木くず　　繊維くず

施設の概要

（２）

処理能力

処理施設の処理方式 ハンマーミルによる破砕



10）処理フローの概要

　　生成されたチップは引き取り業者を経由し、粒径などに応じて製紙工場又は木質燃料工場へ
　搬出されることとなる。

（３）

搬入受入物（処理施設）

木くず・繊維くず

破砕機

再生チップ

製紙工場 木質燃料工場

その他

非鉄くず
プラ等

処分業者に
処理委託



〈 環境経営方針〉
有限会社今村興業は土木、 と び･土工（ 解体工事） 及び産業廃棄物の中間処理、 収集運般

事業を 通し て、 地球の限り ある資源を 守り 、 地球環境の負荷の低減に努め、 住みよい

地球環境の実現に向けて、 社員が一丸と なり 貢献致し ます。

更なる取組みと し て環境負荷の継続的な軽減を 目標にする。

〈 行動指針〉
１ . 事業活動において適用さ れるすべての環境法令等の遵守に努めます。

２ . 次の事項について環境目標・ 活動計画を 定め、 継続的な改善に努めます。

①自動車・ 重機の使用に伴う 燃料使用量の削減に努めます。

②電気使用量の低減、 省エネ製品の購入により 、 二酸化炭素の排出抑制に努めます。

③水資源の節約に努めます。

④受託廃棄物（ 木く ず・ 繊維く ず） のリ サイ ク ル率の向上に努めます。

３ . こ の方針は全社員に周知徹底すると と も に、 外部に公表し ます。

制定日： 平成22年11月10日

改定日： 平成25年6月1日

　 　 　 　 　 　 ㈲今村興業

代表取締役　 今村　 泰彦

（４）

Ⅱ． 　 　 環境経営方針



改定日： 平成27年6月1日

改定日： 令和1年7月23日

改定日： 令和2年7月14日

事務局

今村寛

【責任の役割】

協力会社

代表者による評価、見直しの実施

環境関連法規制の順守評価

協力会社

環境管理責任者

リサイクル部 工事部

リサイクル課長　 統括管理部長　

代表者

環境経営方針の制定

環境管理責任者　：　今村寛

代表者

代表取締役

今村泰彦

今村寛

環境保全に関する人、もの、資金、情報の提供

得能哲士 鶴見誠

環境管理
責任者

平成22年11月10日発行

Ⅲ.      エコ アク ショ ン21　 推進体制表

進捗管理のデータ収集、整理

記録の保管管理期間5年間

環境経営レポートの作成、公開

環境経営目標、経営計画の作成と進捗管理

環境管理責任者の補佐

環境管理責任者の任命

エコアクション21の活動責任者

環境経営計画の取り組み推進

協力会社への取組の周知・指導

環境経営方針の理解と環境活動への積極的参加

（ ５ ）

事務局

ﾘｻｲｸﾙ部
工事部



Ⅳ 環境経営目標
3年間の実績

単位 令和2年 令和3年 令和4年

二酸化炭素排出量 ｋ ｇ －Ｃ Ｏ 2 472, 178 511, 558 459, 716

軽油使用量 ㍑ 162, 615 174, 897 157, 891

廃棄物発生量 ト ン 1, 833 3, 460 9, 708

木く ずのリ サイ ク ル率 ％ 67 67 71

水の使用量 ｍ3 1, 244. 1 863. 7 1, 210. 8

売上高 百万円 662 547 663

グリ ーン購入 ― 4 8 8

木材チッ プの品質向上 0 0 0 0

①　二酸化炭素排出量は電力によるものが約5.0％、車両燃料が約85％。
②　廃棄物は建設作業（解体作業等）から発生するコンクリート殻等。
③　リサイクル率は中間処理対象に対しての率。
④　水は地下水を使用。
⑤　売上高は廃棄物処理及び建設業。

今後３ 年間の目標

単位 基準年平均値 令和4年 令和5年 令和6年

二酸化炭素排出量削減 ｋ ｇ －Ｃ Ｏ 2 474, 625 469, 879 465, 180 460, 528

軽油使用量削減 ㍑ 160, 859 159, 250 157, 658 156, 081

木く ずのリ サイ ク ル率向上 ％ 65 66 67 68

水の使用量削減 ｍ3 2, 379 2, 355 2, 332 2, 308

売上高維持 百万円 615 615 615 615

グリ ーン購入の推進 物品 5 5 5 5

木材チッ プの品質向上 件 0 0 0 0

（ 取組サイ ク ル　 ６ 月～５ 月）

①二酸化炭素の排出量は過去3年間の平均値に対し 毎年1％削減する。

②木く ずのリ サイ ク ル率は過去3年間の平均値に対し 毎年１ ％増加を 目標と する。

　 ※当社のﾘｻｲｸﾙ率は右記の計算方法によるも のと する　 　 　 　 ﾘｻｲｸﾙ率( %) 　 ＝　 破砕量( t ) /（ 破砕量+焼却量） ×100

③水の使用量は過去3年間の平均値に対し 毎年1％削減する。

④売上高は615百万円を 維持する。

⑤化学物質を 使用し ていないので、 目標は設定はし ない。

⑥廃棄物につては業務に応じ て変動するので実数把握と する。

⑦木材チッ プの品質向上は不純物の混入によるク レ ームの件数。

環境管理責任者
発行日付 平成22年11月10日 改訂日 令和1年6月1日
改訂日 平成25年6月1日 改定日 令和2年6月10日
改訂日 平成28年6月1日 改定日 令和3年6月14日
改訂日 平成29年6月1日

購入電力にかかる二酸化炭素
排出係数： 0. 48（ kg-CO2/kWh）

（ ６ ）
今村寛



Ⅴ　 　 環境経営計画と その実施状況

目標 担当部署 評価

二酸化炭素 車両・ 重機の適正運転（ 空ぶかし 、 アイ ド リ ング） ○

排出量の削減 空調温度管理（ 28℃、 20℃） ○

車両の効率的運行 △

照明の管理（ 消灯の徹底） ○

軽油使用量の削減 ｱｲﾄﾞ ﾘﾝｸﾞ ｽﾄｯﾌﾟ 等による削減 ○

分別を 徹底し て焼却量を 低減さ せる

○

廃棄物排出量 分別解体の徹底 ○

の削減 マニフ ェ スト 管理台帳 ○

リ サイ ク ルの取組 ○

水使用量の削減 洗車で使用する水を 減ら す ○

漏水の確認 ○

井戸水計量メ ータ ー取り 付け ○

コ ピー用紙の削減 裏面使用 ○

パソ コ ン利用拡大 ○

グリ ーン購入の推進 再生紙等、 環境商品の購入 ○

再生砕石等、 循環資源の購入 ○

確認者 今村寛

〇・ ・ ・ し っ かり と 達成さ れている

△・ ・ ・ 達成さ れていない場合がある

×・ ・ ・ 達成さ れていない

・ Co2削減については新型重機・ 車両の導入も あり 、 削減に貢献でき た

・ 軽油使用料も 新型重機・ 車両の燃費向上のおかげで削減でき た

・ 分別を 徹底するこ と で木く ずのリ サイ ク ル率も 向上でき た

・ 水の使用量は修繕後と 同じ く 抑えるこ と ができ ている

コ ピー用紙は裏面使用を 徹底でき た

・ グリ ーン購入については多少は達成でき た。 今後も 持続し ていき たいです

次年度の取組内容

二酸化炭素及び廃棄物の排出量、 軽油の使用量については引き 続き 削減に努めます

木く ずのﾘｻｲｸﾙ率及びチッ プの品質向上については廃棄物受入れ時のﾁｪｯｸを 厳し く し ます

修繕後も 水漏れには充分注意し て早目の措置で長期的に水を 削減でき るよう に管理し ます。

ｺﾋﾟ ｰ用紙、 ｸﾞ ﾘ ﾝー購入については益々推進し ます

建設現場のリ サイ ク ル率向上のために分別解体を 徹底する

　 令和5年度も 引き 続き 具体的取組内容を継続し ます。

木く ずﾘｻｲｸﾙ率の向上

取り 組み結果の評価

（ ７ ）

具体的取組内容

工事部
ﾘｻｲｸﾙ部

工事部

ﾘｻｲｸﾙ部

事務局

納入先から のｸﾚ ﾑーｾ゙ ﾛ、 不純物の混入防止



Ⅵ　 環境経営目標の実績と 評価

単位 目標
令和4年6月～
令和5年5月
　 　 　 実績

増減 評価

二酸化炭素排出量削減 ｋ ｇ －Ｃ Ｏ 2 469, 879 459, 716 -10, 163
新型重機・ 車両が燃費
向上し たため

軽油の使用量削減 ㍑ 159, 250 157, 891 -1, 359
新型重機・ 車両が燃費
向上し たため

木く ずのリ サイ ク ル率向上 ％ 66 71 5
分別徹底し てリ サイ ク
ルでき る量が増えた

水の使用量削減 ｍ3 2, 355 1210. 8 -1, 144 修繕の効果で削減でき た

売上高維持 百万円 615 663 48
公共工事の元請け・ 下請け
も 多く あっ たので微増でき
た

グリ ーン購入の推進 物品 5 8 3 今後も 継続し ます

木材チッ プの品質向上
（ 不純物の混入）

件 0 0 0 今後も 継続し ます

昨年同様、 当社の取組については、 売上工事高によっ て大き く 左右さ れる部分が多いよう
であるが今後も 環境配慮し た運営をし ていく べき だと 思います。

また、 重機・ 車両の増車に伴い環境負荷の全体数量が増加するが個々の性能は向上し ているため
比較は低減でき ている
焼却炉修繕などメ ンテナンスを早めに実施するこ と で環境への負荷を下げるこ と が可能であるこ と が
実証さ れまし た

購入電力にかかる二酸化炭素
排出係数： 0. 48（ kg-CO2/kWh）

（ ８ ）



Ⅶ. 　 環境関連法規順守状況の確認

１．当社に適用される環境関連法規
 ・廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）
 ・フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（フロン排出抑制法）
 ・特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）
 ・使用済自動車の再資源化等に関する法律（自動車リサイクル法）
・ 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（ 建設リ サイ ク ル法）
・ ダイ オキシン類対策特別措置法
・ 騒音規制法
・ 振動規制法
・ 石綿障害予防規則
・ 道路運送車両法

２ ． 環境関連法規への違反、 訴訟等の有無
　 環境関連法規の順守状況を確認し た結果、 過去３ 年間違反はなく 、 訴訟等についても
　 あり ませんでし た。 また、 関係機関から の違反等の指摘、 指導も あり ませんでし た。
　 なお、 上記環境関連法規については、 定期的に確認を行い順守し ているこ と を確認し
　 ています。

Ⅷ. 代表者による全体の評価と 見直し 指示の結果
　 こ の1年間、 環境改善活動は計画どおり 取り 組めたと 評価する。
　 エコ アク ショ ン21システムは有効に機能し ているので、 環境経営方針、 目標、 計画等の
　 変更の必要はないので引き 続き 活動を進めていき たい。
　 なお、 経験年数の経っ てき た従業員が多く なっ てき たので、 慣れから く る意識低下がな
　 いよう に全体に対する教育を引き 続き 実施し ていき ます。

令和5年6月20日
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代表取締役　 今村　 康彦
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